
「田園都市生活」で2007秋号で
「庭の可能性について考えてみる」
のコーナーでガーデンデザイナー千田の
コラムVOL.9が掲載されました。

暮らしに新たな楽しみを与える これまでにない住空間
「眺める」「育てる」ための庭を、「暮らす」「過ごす」ための空間へ。そんな発想から生まれた、これま
でにないまったく新しいスタイルの庭＝「グリーンルーム」。家の中とは切り離された、オープンなス
ペースだった従来の庭。それを、室内と床の高さを揃え、囲いを設けて外からの視線を遮る。そうし
て生まれた〝屋根のない部屋〟に様々な機能を持たせることで、「庭の可能性は大きく広がってい
く」とデザイナーの千田氏は語る。例えば、テーブルやイスを置いてオープンリビングを作ってみたり、
趣味やペットとの暮らしを楽しむスペースにしてみたり。「アイディアひとつで、庭は、『楽しめる』『くつ
ろげる』空間になる。そんな、暮らしに新たな楽しみを与えてくれるのが『グリーンルーム』の魅力」と
千田氏。
暮らしに彩りを添えるワンランク上の庭づくり
そこで今回千田氏が提案するのは、そんな「グリーンルーム」を上手に使ったワンランク上の暮らし。
外からの視線を遮るための囲いをアレンジして、昼と夜で庭の使い方を変えるというアイディアだ。
壁紙を変えて部屋の模様替えをするように、昼間はその囲いを好みの色や植栽のグリーンに合うよ
うな彩りでコーディネートし、夜には、その壁紙の内側にしつらえた窪みにキャンドルを灯し、ムード
満点のナイトガーデンに浸る…。そんな空間が家の中にあったら、きっと毎日、庭を見るのが楽しく
なるはず。そして暮らしはもっと豊かになっていくに違いない。「家の外に、部屋のような空間を作る
ことで、暮らしの質が上がる、そして心も豊かになれる、そんな庭づくりをこれからも提案していきた
いですね（千田氏）」

庭も昼も夜も楽しめるワンランク上の暮らし




